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【課題の概要】 

本研究は、酸化ストレスによって引き起こされるネクローシス及び

これと関連性の高い細胞死として知られている NETosis、
Ferroptosis について、その分子機構を解明することを目指してい

る。 
応募者がこれまでに見いだした抑制剤と促進剤をベースに、独

自に開発した小分子ラベル化法を活用することで標的タンパク質

及びその複合体を同定し、さらに細胞死誘導刺激との関係を明ら

かにして、脂質過酸化によりネクローシスに至る全体像を明らかに

することを目指している。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
応募者は細胞死プロセスの一つであるネクローシスにいち早く

着目し、その制御機構の存在を明らかにすることで関連分野を先

導してきた。 
化学的手法に加え生物学的な検証を含む本研究は、制御機構

だけでなく、脂質過酸化との相関も含めたネクローシスの全体像の

解明につながり、インパクトの高い研究成果が期待される。細胞死

は、様々な疾患に関わる重要な現象であることから、本研究の遂

行により生物学的意義だけでなく、治療薬開発の面でも大きな波

及効果があると期待される。 

 


